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Sourrounded, sourrounded, in measureless oceans of space, 

Ceaselessly musing, venturing, throwing-soeking the spheres, to connect 
them; 

Til! the bridge you will need be formd-till the ductile anchor hold; 

Till the gossamer thread you fling catch somewhere, 0 my soul. 
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省霞巧の蜘蛛 

が葉原で兩闊轨こ乘換へてふと天井を見ると，蕾歷の處に蜘蛛が網を張つて 
居る。をの本尊はィへホニグモだ。ちならば窓から飛びをんで來る小蟲を卽食 
として生活するであらう力て，冬も間近い此の頃では窓もすつかり締め-助つてあ 
るう S ら，辟になる昆蟲は皆無と云つてない0化の蜘蛛は果‘していつ迄霜:带の中 
で生洒するだらう力>っ 


オホヒメダモは颠くしで移住する 

新樂して間もない禪類博物館にホホヒメグモの子供が潭山網を繫つて居るの 
で，一體何處から來をかとをの移住經路を-尊れて見ると，椅子の喪に卯囊が幾 
つをついて居をのを氣附かずに持ちをんだものだつを〇嘶くして彼等は新天地 
へ伸びて巧くのである。 




(備） 


ォホヒメ グモは何も食はずに太る か 

‘前記新樂家屋には殆どか部から摄蟲が入り込まないに拘はらず.ホホヒメグ 
モのが供は段々に育つて巧くのが不思議に思はれる。これでは解が無いから自 
然に消滅するであらう—とほつて置いをのが間違つて居た様だ0 

蜘蛛類の簿液穂本製作の一方法 

前にも記したことがあつたが*今回は更に簡便な方法で，美しい標本を作る 
ことを公閒しやう0準備はゼラチンと硝子板を準備すれば良い0 

ホづ管邊或は（穂本獲）の中央に挿しをむ硝子板を切つて準備しゼラチン 
を細かに切つて潑厚に溶解する。管邊にゼラチンを入れて小量のかを加へ徐 
ろに熱すれば溶解するから，暫く置いて細かい氣胞〇消失するのを待つて，を 
れを粘着すべき硝子板を暖めて適當の位盧に塗りつける。 

次に粘着すべき標品（一旦液漬にしをものは取り化して淸水に入れ.紙上に 
載せてかみを或る程度取り除いてから用ひる）ををの上に載せて，、恰も捏蟲を 
が着する時と同綠に脚部を整理して赃り附けるのである 0 寒い時はゼラチンが 
速に凝固してしまふから乂鉢の上でやるがいい0斯くして求占着が出ホた，らばゼ 
ラチンが凝固するりを待ち，新しい標晶ならは•一旦蟲體にアルコールを塗つで 
から脊壊に收め，フホルマリン漬どするのである0 (アルコール漫り場合がを 
の手敷を省く ）0 

斯< しておがた襟本は實に美導で，蜘蛛を集めて居ない人でも作つて見た .C 
なること講をである。遅迄集めて管場にほり込んで置いた標本でも斯うするこ 
とに依つて一層立派なものに製生し得るから試みて損きをい0 

蜘蛛類の飛巧 

生物が移動ずる方法には色々の狀態が舉げられる妃最も劾巧的であるのは 
ぶ中を利巧することである。蜘麵やにも空中旅行に嵌て移動の目的ぶ果すも 
のが澤山にある0そ〇方法は自ら飛翔するも〇と，他物に據をものと巧二をに 
程別することが故ホる。 



(げ玉） 


1. 自ら飛綠するもの 

蜘蛛には扉蟲の機に麵が無いから，勿論欲する處へ飛んで巧< ことは不巧能 
である。をの方法は色々な動物をによ<請がおて居るから旣に御がじであらう 
が絲を被新して浮び操る。である。雖者は度々园擊しをから，動物;皆に多く 
見られる憐な死んだ記錄でないことを御斷りして置くが，今迄見たものでは體 
長5 从下の蜘蝶に般られる獄で，大狸!のものは里致の關儒で浮操し得ない 
やうである〇 

浮揚を試みる蜘蛛は葉む上等にがて腹端を灭に巧け，徐ろに絲を放身ホずる。 
化の時に上昇氣流が無いと全然失がに終ることは明かでをる力; I 蜘蛛にはこれ 
がよ < 判るらしい。灭に向けを腹端から何-卜本と-云ふ細い絲を放がすると，を 
れが上す氣流に捉へられて上へ上へと引き!： II され，眞白な湯氣〇锐にぐんぐん 
上昇して巧 < と-やがて體が浮んで何處へともな < 漂流をし始める0山:の時の 
絲の長さは测る由もないが，少< とも三ホ突な上はある様に見をけられを。 

平地にがける上み，.氣流は太隙熱の醉斯に•依って生ずるものであって，化の氣 
流り上昇力に依ては ffl 當の謂:盛物をミ轉する力がをる0蜘蛛の錫合にはブ放时し 
た無敏の絲の一本一本が氣流にがき掠げられる結果，そ公綜合力は蜘蛛を巧撰 
がしむるだけに充かな力ををずるのである。 

浮撼の高度はをく知らない。或る艾獻にな止空を無數の化撕贼が浮揚して居 
ると化て居った。‘等のを中礫流者の或るものは,恩ひもよらぬ艦へ流れっいた 
り，王をは海中の燕巧となるものもあらう C 

扱て筆者の觀をした事實中义織にも無いと思っを處は，上昇氣流の消滅のな 
に寫度を失って蟲體が段々地上に接近しっ、をる時，蜘蛛は放射しを絲をホ繰. 
り乍らよぢ登ることで，をれが爲依然として高度を保ち得るのである力;，於が 
絲が段々に手繰られて短< なるのであるから遂には清陛を餘儀なくされるに至 
る0 


么他動的の飛行方法 



( 162 ) 

ダニの類によ < 見られる方法で，寄を性のものが寄主を共に瓣巧することは 
當然である力く.をの他の場含 " Hit 的に他の動物に附憲した移動〇目的を違する 
ものがある〇 

動物の巧歸や排泄顿を常食として居るシデムシ ( Silphidae ) や食疼げもりコガ 
ネムシ ( Coprophagides ) 類或はエンマムシ （ Kisteridae ) 等の體表には無數〇 
褐ををしをずたい頭丈なダニが淫山にしがみついで是るの-をぶるこどがあら 
う。これは甲蟲に嘗をして居るのではな < で，ダニ自身が巧蟲と同じものを食 
つて居るので，甲蟲にさへつかまつて居れば樂々ど食物ある處へ連れて行つ 
で吳れる居候である0 

曲:の機な棘のある處を.よく探せぱ巧蟲に養いて來ぼりを食つたダニが見られ 
るが，何れは後から來た-飛巧機に乘りへて新しい御驰をの處へ案巧して裳へ 
るのである。化のダニは體の下面とが皆面ならば脈部等に附着して辟るが，翅 
には止つて居ない0 

アトヒザリほる書の間とか,樹皮の下等に棲んで居るもめでゐるが，時々ィへ 
パ.へに附着して移動することがある。筆をは臺灣で一圆，最近自宅で一圃（兩 
ホ共別類)ィへバへの防端に觸鬚のハサミでつかまつて居るものを.捕變しを0 
义化海道〇鎮木正治君も同機のものを採集してをの標本を贈られをが，か何な 
る機會にイへバへに乘り移るかは興味ある問題であらう0 


表紙 說 巧 

創立會員關志滿モ女史が昭巧ぶ年1ユ月さ日に撮影なされたものです。.觀蛛は其の生涼 
樣式 • 彩態等より察してきかハグモが雌 ma が.であらうと思はれます。植物の葉は芙 
をの葉です。網に補まつた ヒブタァ ブは旣に巧臟を食ひ盡されてゐたとの事です。 

訂 正 

本誌 Vol. 3. No. 2. p, 69 3 有目 T 潑拔約 000 ホ i とちるは广海が的 1000 ホ J な同 
8巧貫「が61米」とあるは f が 6.1 米 J の誤りにつきこ、に訂正する。 

鑛醜巧の論ぶ 




